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エ
コ
ポ
イ
ン
ト

●
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請

　

家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、対
象
と
な
る
家
電
を
購
入
し
た
後
、申

請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

・
申
請
書

・
保
証
書
の
コ
ピ
ー

（
購
入
日
、購
入
店
が
わ
か
る
も
の
）

・
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
原
本

（
購
入
日
、購
入
店
、購
入
製
品
、購
入
者

名
が
わ
か
る
も
の
）

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
の
排
出
者
控
え
の  

コ
ピ
ー

（
新
た
に
対
象
家
電
製
品
を
購
入
し
、同

種
の
古
い
家
電
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
場

合
の
み
）

※

保
証
書
な
ど
の
貼
付
書
類
は
、申
請
書
に

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
と
は
、省
エ
ネ

性
能
が
高
い
家
電
製
品
を
購
入
す
る
と

様
々
な
商
品
と
交
換
で
き
る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

を
取
得
で
き
る
制
度
で
す
。
地
球
温
暖
化

対
策
、経
済
の
活
性
化
及
び
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
対
応
テ
レ
ビ
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、平
成
21
年
５
月
15
日
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
対
象
家
電

　

平
成
21
年
５
月
15
日
以
降
に
購
入
し
た

統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
４
つ
星
相
当
以
上
の

　
・「
エ
ア
コ
ン
」　

　
・「
冷
蔵
庫
」

　
・「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

　
　
　
　
　
　
　
対
応
テ
レ
ビ
」

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※

た
だ
し
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
る

家
電
製
品
か
ど
う
か
は
、販
売
店
で
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
製
品
を
購
入
す
る
と
、様
々
な
商
品

と
交
換
で
き
る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
る
と
い
う「
家
電
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」が
、平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
大
き
く
３
つ
の

改
善
が
行
わ
れ
、延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
製
品
を
購
入
す
る
と
、様
々
な
商
品

と
交
換
で
き
る
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
で
き
る
と
い
う「
家
電
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」が
、平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
大
き
く
３
つ
の

改
善
が
行
わ
れ
、延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

エ
コ
ポ
イ
ン
ト

＜交換ポイント数＞

＋3,000点
6,000～ 9,000点

○エアコン

＜交換ポイント数＞

＋5,000点

3,000～10,000点

○冷蔵庫

＜交換ポイント数＞

＋3,000点
7,000～36,000点

○地上デジタル放送
　対応テレビ

グリーン
家電

2010家電エコポイント
対象製品告知ラベル

省エネラベル

記入漏れ・貼付忘れに気づいた場合

・申請書を投函してから記入漏れや必
要書類の貼付忘れに気がついても、
追加での郵送をしないでください。
・グリーン家電エコポイント事務局から
必要書類再提出の案内が郵送されま
すので、案内を受け取ってから、改め
て記入、貼付して郵送してください。

買い替えをして
リサイクルする場合

買い替えをして
リサイクルする場合

買い替えをして
リサイクルする場合
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 ¥1,000
商品券

商品または家電エコポイント通知が届きます!!

●
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
交
換
商
品

　

カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
家
電
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
と
交
換
で
き
る
商
品
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。（
商
品
券
、産
地
直
送
品
な
ど
）

●
商
品
の
交
換
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
通
知

　

申
請
書
を
郵
送
し
て
か
ら
、グ
リ
ー
ン
家

電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
で
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
審
査
終
了
後
、エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
発

行
さ
れ
ま
す
の
で
、商
品
の
到
着
、エ
コ
ポ
イ

ン
ト
の
通
知
は
、申
請
か
ら
１
〜
２
カ
月
程

度
か
か
り
ま
す
。

グリーン家電製品を購入

地上デジタル放送
対応テレビ

冷蔵庫エアコン

※今年の4月1日から、地上デジタル放送対応テレビは、より省エネ性
　能の高い製品が対象となっています。

申請書を事務局へ郵送

申請書に記入

必要書類（購入した対象製品の書類）

平成21年  5月15日から
平成22年12月31日までに
家電エコポイント対象製品
を購入すると、家電エコポイ
ントが取得できます。

・メーカー保証書（コピー）
購入日、購入店、購入製品の型番、製造
番号がわかるもの
・領収書／レシート（原本）
購入日、購入店、購入製品の型番、購入
者名がわかるもの
・家電リサイクル券の排出者控え（コピー）
リサイクルされた方のみ必要

・書面申請

 （家電販売店で配布）

 または

・インターネット申請

（http://eco-points.jp/）

【あて先】  〒119-0357　新東京支店留　2010グリーン家電エコポイント申請係

＋

商品または家電エコポイント通知が届きます!!

交換商品
事業者へ
発注・
商品発送

申請書の
受付・
審査

３～５週間

数日～１ヵ月

申
請
書
の
郵
送

ポ
イ
ン
ト
の
発
行家電エコ

ポイント
通知　

グリーン家電
エコポイント事務局

商
品
、通
知
の
到
着

商
品
、通
知
の
到
着



議
会
だ
よ
り

平
成
22
年
第
４
回
臨
時
議
会

　

平
成
22
年
十
津
川
村
議
会「
第
４
回
臨
時

議
会
」が
７
月
30
日（
金
）に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

臨
時
議
会
は
、必
要
が
あ
る
場
合
に
、特

定
の
事
案
に
限
り
招
集
さ
れ
る
も
の
で
、今

回
の
臨
時
議
会
で
は
、村
条
例
の
改
正
を
求

め
る
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

●
十
津
川
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
及
び
非
常
勤

消
防
団
員
等
に
か
か
る
損
害
補
償
の
基
準

を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、村
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

次
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ま
し
た
。

★
契
約
の
目
的

　

十
津
川
村
立
十
津
川
中
学
校（
管
理
棟
・

教
室
棟
）新
築
工
事

※

契
約
の
方
法　
　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

※

契
約
の
金
額　
　

７
億
８
７
５
万
円

※

契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

淺
沼
組

　

今
年
４
月
１
日
以
降
に
対
象
製
品
を
購
入

し
た
サ
ポ
ー
ト
販
売
店
で
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
を
申
請
す
る
前
に
、そ
れ
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

な
ど
の
交
換
に
利
用
す
る
場
合
は
、必
要
な

家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が
半
分
で
済
み
ま
す
。

　

例
え
ば
４
千
円
分
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
と
交
換

す
る
場
合
、こ
れ
ま
で
４
千
点
が
必
要
で
し

た
が
、そ
の
半
分
の
２
千
点
で
交
換
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
と
は
、①
電
球
形
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
プ
、②
電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
、③
充
電
式

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

●
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
実
施
期
間

　
・
対
象
と
な
る
家
電
製
品
の
購
入
期
間

　
　

平
成
21
年
５
月
15
日
〜

　
　
　

平
成
22
年
12
月
31
日
購
入
分

　
・
申
請
受
付
期
限

　
　

平
成
23
年
２
月
28
日

　
・
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
交
換
期
限

　
　

平
成
24
年
３
月
31
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　
・
グ
リ
ー
ン
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

　
　

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）３
２
２

　
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://eco-points.jp/

③
店
頭
利
用
申
請
書
の
導
入

　

対
象
製
品
を
購
入
し
た
サ
ポ
ー
ト
販
売
店

で
、家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
地
デ
ジ
ア
ン
テ
ナ

工
事
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
の
交
換
に
利
用
す

る
場
合
、サ
ポ
ー
ト
販
売
店
が
店
頭
利
用
申

請
書
を
作
成
し
ま
す
。
そ
れ
を
家
電
エ
コ
ポ

イ
ン
ト
申
請
書
に
貼
付
す
る
こ
と
で
、簡
単

に
店
頭
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
審
査
状
況
の
確
認

　

事
務
局
に
届
い
た
申
請
書
は
、パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
で
審
査
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

・
パ
ソ
コ
ン　

http://eco-points.jp/

・
携
帯
電
話　
http://eco-points.jp/m

/

　

エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
に
つ
い
て
は
、変
更
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、省
エ
ネ
基
準
の
変
更
に

よ
り
、４
月
１
日
以
降
は
、よ
り
省
エ
ネ
性
能

の
高
い
製
品
に
４
つ
星
、５
つ
星
の
表
示
が
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、今
年
の
４
月
１
日
ま
で
家
電

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
テ
レ

ビ
の
一
部
が
４
月
１
日
以
降
は
３
つ
星
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、４
月
１
日
以
降
に
購

入
さ
れ
た
場
合
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
で

は
、平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
家
電
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
対
象
製
品
を
購
入
さ
れ
た
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、今
年
の
４

月
か
ら
大
き
く
次
の
３
つ
の
内
容
を
改
善

し
、家
電
の
購
入
期
限
を
平
成
22
年
12
月
31

日
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

①
ゴ
ー
ル
ド
サ
ポ
ー
ト
店
の
導
入
開
始

　

こ
れ
ま
で
、家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
に
関
す

る
相
談
や
申
請
書
の
配
布
を
行
っ
て
い
た
家

電
販
売
店（
サ
ポ
ー
ト
販
売
店
）の
う
ち
、申

請
書
の
作
成
も
行
う
販
売
店
を「
ゴ
ー
ル
ド

サ
ポ
ー
ト
店
」と
し
て
登
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、そ
の
お
店
で
対
象
製
品
を
購

入
し
た
場
合
、申
請
書
の
作
成
や
必
要
書
類

の
作
成
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

②
申
請
書
の
簡
素
化

　

申
請
書
へ
の
家
電
製
品
の
型
番
・
製
造
番

号
な
ど
の
記
入
を
不
要
に
し
て
、領
収
書
の

原
本
、メ
ー
カ
ー
保
証
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
の

貼
り
付
け
る
欄
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
な

ど
、申
請
書
を
簡
素
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
１
．申
請
手
続
き
の
改
善

家
電
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
改
善

〜
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
が
よ
り
簡
単
に
〜

そ
の
２
．対
象
製
品
の
省
エ
ネ
基
準
の
強
化

そ
の
３
．Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど
の
利
用
促
進

議
会
だ
よ
り

平
成
22
年
第
４
回
臨
時
議
会
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みなさんはじめましてみなさんはじめまして

Hello, my name is Kathleen and I 

am from Oklahoma in the United 

States. Please call me Kat.

This is my second time living in 

Japan. My favorite thing about 

studying Japanese is learning ono-

matopoeia words like “goro‐goro”

and “hoya‐hoya” . I am so happy to 

be in Totsukawa.

I have already received a warm wel-

come here, and I look forward to 

meeting you all soon. 

I will do my best this year.

Sincerely,　　　

Kat Hartley

　はじめまして。

　アメリカのオクラホマ州から来まし

たキャサリンです。キャットと呼んで

ください。

　私が日本へ来るのは2回目になり

ます。日本語の勉強では、「ゴロゴロ」

「ほやほや」などという擬態語を習う

のが好きです。私は十津川村に来る

ことができて、とても嬉しいです。

　これまでもあたたかく迎えても

らっていますが、これからみなさんに

会うことを楽しみにしています。

　一生懸命がんばりたいと思ってい

ます。

　これからよろしくお願いします。

キャサリン　ハートリー

　９月から、ＡＬＴ（外国語指導助手）とし
て、アメリカ（オクラホマ州）出身のキャサ
リンさんが十津川村に来てくれました。
　村内の保育所や学校で、英語やアメリカ
の文化を教えていただきます。
　キャサリンさん、これからよろしくお願
いします。

みなさんはじめましてみなさんはじめまして
KAT（キャット）と呼んでください!KAT（キャット）と呼んでください!KAT（キャット）と呼んでください!

ALTALT
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　７月29日（木）、新十津川町から母村訪問団（小学生
14人、中学生9人、引率者7人）が来村されました。
　30日（金）、訪問団の小学生は十津川第一小学校、中学
生は上野地中学校を訪れ、意見発表やスポーツで交流を
深めました。その後、水害記念碑や玉置神社を訪れ、旧
武蔵小学校では武蔵地区の方から盆踊りを教わり、村の
歴史と伝統文化を学びました。
　31日（土）、役場地下１階駐車場で武蔵地区の方から指
導を受け、自分たちで竹のはしを作り、そうめん流しを楽し
んだり、めはりずしづくりを体験したりしました。午後には村
を出発し、8月1日（日）まで奈良県内で研修を行いました。

新十津川町の小・中学生が来村
母村「十津川村」を知る

　

８
月
６
日（
金
）、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で
高
齢

者
教
室
及
び
歴
史
講
座
が
行
わ
れ
、受
講
生
35
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

村
教
育
委
員
の
松
實
豊
繁
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
十
津
川
郷
士
の
軌
跡（
あ
し
あ
と
）」と
題
し
て
、十
津

川
郷
士
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
「
十
津
川
郷
士
は
関
ヶ
原
の
戦
や
大
阪
夏
の
陣
な
ど

に
も
参
加
し
て
い
る
。
幕
末
は
京
都
の
十
津
川
屋
敷

建
設
や
京
都
御
所
の
警
衛
で
十
津
川
郷
が
貧
し
く

な
っ
て
い
く
中
で
も
、御
所
警
衛
の
た
め
に
ど
の
藩
よ

り
も
多
く
の
人
を
派
遣
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
十

津
川
郷
士
の
魂
を
今
の
若
者
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

十
津
川
郷
士
の
魂
を

　
　
　
感
じ
て
ほ
し
い

高
齢
者
教
室
・
歴
史
講
座

　

７
月
は
差
別
を
な
く
す
強
調
月
間
と
し
て
、７
月
28
日

（
水
）、十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で
村
民
集
会
が
行
わ
れ
、

20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
開
会
行
事
が
行
わ
れ
、午
後
１
時
30

分
か
ら
は
、浄
土
宗
西
居
院
住
職
の
廣
中
邦
充
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
転
ん
だ
ら
起
き
れ
ば
い
い
」と
題
し
て
、講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
人
権
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点

は
、喜
び
の
心
を
持
つ
こ
と
、少
し
で
も
人
の
役
に
立
つ
こ

と
、人
の
幸
せ
を
願
う
こ
と
で
あ
る
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
は
、「
相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
、

そ
の
表
現
方
法
と
し
て
、あ
い
さ
つ
が
持
つ
温
か
さ
や
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

転
ん
だ
ら 

起
き
れ
ば
い
い

村
民
集
会
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　８月４日（水）、午後４時からＯＭＣ十津川太鼓倶
楽部「鼓魂」による太鼓演奏が始まり、つり橋まつりが
スタートしました。
　まずは、上野地村営駐車場で「○×クイズ」や郷士く
んとの撮影会が行われ、その間に「鼓魂」が太鼓を叩
きながら集落を回り、お客さんや集落の人に祭りの始
まりを呼びかけました。
　その後、和太鼓グループの「桜太鼓（大阪市北区）」
と「龍幻（川上村）」によるパワフルな太鼓演奏、谷瀬の
踊り保存会による盆踊りで会場内も徐々に盛り上がっ
てきました。

　会場を谷瀬の吊り橋に移して、「鼓魂」による揺
れ太鼓が行われました。ゆっくりと日も暮れ、山
に響き渡る太鼓のこだまが祭りに風情を添えま
す。
　上野地駐車場に戻り、川本三栄子さんによる歌
謡ショー、中野村区婦人会による「よさこいソーラ
ン節」と「ずんどこ節」で会場がさらに盛り上がり、
３つの和太鼓グループ「桜太鼓」「龍幻」「鼓魂」が
順番に演奏しました。どの和太鼓グループも自分
たちの持てる力を存分に発揮し、汗だくになりな
がら会場に素晴らしい音色を響かせていました。
　祭りの最後はみんなで伊勢音頭を踊り、楽しい
夏の夜が更けていきました。

つり橋まつり

太鼓演奏に
　　心うたれる

　

８
月
３
日（
火
）か
ら
６
日（
金
）に
高
取
町
の
た
か

む
ち
小
学
校（
59
人
）が
、23
日（
月
）か
ら
26
日（
木
）

に
は
御
所
市
の
大
正
小
学
校（
36
人
）が
神
納
川
地
区

を
訪
れ
、農
山
村
の
交
流
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
村
し
た
小
学
生
は
、間
伐
体
験
や
小
辺
路（
三
浦

口
か
ら
西
中
地
区
ま
で
）の
散
策
、茶
が
ゆ
、め
は
り
ず

し
づ
く
り
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、神
納
川
地

区
の
方
の
家
に
数
名
ず
つ
分
か
れ
て
宿
泊
し
、地
元
の

方
と
の
ふ
れ
あ
い
、地
元
な
ら
で
は
の
話
や
食
事
、村
の

く
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

３
泊
４
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、神
納
川
地

区
の
方
は
名
残
惜
し
そ
う
に
、小
学
生
を
見
送
り
ま
し

た
。

村
民
と
の
ふ
れ
あ
い

　
豊
か
な
自
然
を
体
験

神
納
川
地
区
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大正小学校

た
か
む
ち
小
学
校
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８
月
21
日（
土
）、午
後
４
時
か
ら
昴
の
郷
多
目
的

広
場
で
第
12
回
ふ
れ
あ
い
物
語
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

阪
南
大
学
の
学
生
２
人
に
よ
る
司
会
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
進
行
さ
れ
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
、子
ど
も
演
芸

大
会
が
行
わ
れ
、子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
歌

声
、青
年
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
目
で
ふ
れ
あ
い

物
語
が
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
、十
津
川
警
察
庁
舎

に
よ
る
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、参
加
者
は「
助

け
て
」と
い
う
言
葉
や
日
ご
ろ
の
思
い
な
ど
を
力
い
っ

ぱ
い
叫
び
ま
し
た
。
計
測
し
た
２
回
の
数
値
の
合
計

が
大
き
い
順
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
か
ら
は
恒
例
の
も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
、た

く
さ
ん
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
拾
っ
た
お
も
ち
の

中
に
は
、食
紅
で
数
字
が
書
か
れ
た
お
も
ち
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
な
ど
の
豪
華
賞
品
と
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
く
る
と
、野
外
ス
テ
ー
ジ
前
に
置
か
れ

た
燈
花
会
に
火
が
灯
さ
れ
、や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
各
地
区

の
盆
踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
谷
、小
原
、武
蔵
、谷

瀬
、西
川
、出
谷
地
区
の
踊
り
保
存
会
の
方
が
順
番
に

盆
踊
り
を
披
露
し
、お
客
さ
ん
も
一
緒
に
踊
り
ま
し

た
。

　

祭
り
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、各
地
区
の
踊
り
保
存

会
の
方
、お
客
さ
ん
が
一
体
と
な
っ
て
、伊
勢
音
頭
を
踊

り
、盛
大
な
夏
祭
り
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

村
を
盛
り
上
げ
る
夏
祭
り

第
12
回
ふ
れ
あ
い
物
語
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　８月20日（金）、大字小川の紀伊半島森林植物公園で、
明治の大水害によって亡くなられた先人を追悼する水害
慰霊祭が行われました。
　この慰霊祭には、新十津川町長、同議長、奈良県議会議
員の方々にご出席いただきました。初めに、水害の犠牲と
なられた168人の名を刻んだ慰霊碑の除幕式が行われ
ました。続いて、更谷村長が式辞を、川端危機管理監（奈
良県知事代理）、植田新十津川町長、松實議長が追悼のこ
とばを述べられ、しめやかに献花が行われました。
　その後、置村120年記念式典が行われ、村の中学１年
生による村民憲章の唱和、来賓の方々から祝辞をいただ
き、「十津川村」の120周年を祝いました。

水害慰霊祭　　　　　
置村１２０年記念式典

追悼の意を込めて

　
「
油
彩
画
の
会
」の
山
家
隆
雄
さ
ん（
千
葉
市
在
住
）が
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」（
果
無
集

落
）の
記
事
を
モ
デ
ル
に
油
絵
を
描
か
れ
、公
共
施
設
に

飾
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、油
絵
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
油
絵
は
、現
在
、ホ
テ
ル
昴
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

先
日
、山
家
さ
ん
は
、

絵
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

果
無
の
東
榮
子
さ
ん
の

お
宅
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
に
、絵
の
レ
プ

リ
カ
を
東
さ
ん
に
手
渡

さ
れ
、東
さ
ん
は
大
変

感
激
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 「

果
無
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
油
絵
の
寄
贈

　みなさんの安全・安心のために、新しい救
急搬送車を購入しました。
　これから、この新しい救急搬送車で救急患
者の方を迅速かつ安全に各医療機関へお運
びします。

新しい救急搬送車が役場へ

や
ん  

べ  

た
か  

お

（
写
真
）

右
：
村
内
中
学
１
年
生
に
よ
る

       
村
民
憲
章
唱
和

左
：
慰
霊
碑
の
除
幕
式

植
田
新
十
津
川
町
長

に
よ
る
祝
辞

せ
き

た
い
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「
法
の
日
週
間
」

　
　
　
記
念
無
料
法
律
相
談

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
建
退
共
制
度

木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

インフォメーション

※診療時間は午前９時30分から午後４時30分
　です。
※変更となる場合がありますので、前日の無線放
　送を聞いてください。

上野地診療所

小原診療所

中川医院

10月

3 10 1712

9月

2619

　

10
月
１
日（
金
）か
ら
７
日（
木
）ま
で
を

法
の
日
週
間
と
し
て
、無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、１
人
30
分
で
す
。

●
日
時
・
場
所

・【
会 

場
】奈
良
弁
護
士
会

　
（
奈
良
市
中
筋
町
22
│
１
）

10
月
４
日（
月
）午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・【
会 

場
】経
済
会
館

　
（
大
和
高
田
市
大
中
１
０
６
│
２
）

10
月
４
日（
月
）午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
予
約
受
付

　

９
月
21
日（
火
）〜
10
月
１
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。）

●
予
約
方
法

　

電
話
予
約（
た
だ
し
、先
着
順
）

●
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

　

奈
良
弁
護
士
会

　
　

☎
０
７
４
２（
22
）２
０
３
５

　

建
退
共
制
度
は
、建
設
現
場
労
働
者
の
福

祉
の
向
上
を
目
的
に
、事
業
主
が
労
働
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働
者
が
建

設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

●
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

●
掛
　
金
：
日
額
３
１
０
円

●
特
　
長

・
国
の
制
度
な
の
で
、安
全
、確
実
で
申
込
手

続
が
簡
単

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

・
掛
金
は
税
法
上
全
額
非
課
税

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、退
職
金
は
企
業

間
を
通
算
し
て
計
算

●
お
問
い
合
わ
せ

　

建
退
共
奈
良
県
支
部

　
　

☎
０
７
４
２（
22
）３
３
４
５

　

村
で
は
、村
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図

り
、地
震
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し
、災
害
に
強

い
村
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
一
環
と
し

て
、「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

希
望
す
る
村
民
の
方
に
、木
造
住
宅
耐
震
診

断
員
を
無
料
で
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

　

診
断
員
は
建
物
を
診
断
し
た
後
、報
告
書

を
作
成
し
、そ
の
後
、再
訪
問
し
て
説
明
を

行
い
ま
す
。

　

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、対
象
住

宅
で
あ
る
か
を
確
認
の
う
え
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
対
象
建
築
物

　

昭
和
56
年
の
新
耐
震
基
準
以
前
に
建
て

ら
れ
た
在
来
軸
組
工
法
の
木
造
住
宅
で
、延

べ
面
積
が
２
５
０
㎡
以
下
で
地
階
を
除
く
２

階
建
て
以
下
の
建
築
物
と
し
ま
す
。

●
費
用
負
担

　

耐
震
診
断
技
術
者
派
遣
費
用

　
　

４
５
，０
０
０
円
／
戸

※

建
物
所
有
者
の
負
担
は
０
円
で
す
。

　
　

国
：
２
２
，５
０
０
円

　
　

県
：
１
１
，２
５
０
円

　
　

村
：
１
１
，２
５
０
円

●
募
集
戸
数
：
３
戸

　
　
　
　
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
込
期
限
：
10
月
29
日（
金
）

●
耐
震
診
断
員

　

奈
良
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
に
登
録

さ
れ
た
技
術
員
を
派
遣
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

　

建
設
課
・
施
設
係　

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
５

☎62-0001(代表)
☎050-5004-6720
☎050-5004-6721
☎050-5004-6722

☎62-0001
☎62-0002
☎62-0003
☎62-0004
☎62-0005
☎62-0900
☎62-0901
☎62-0902
☎62-0903
☎62-0904
☎62-0905
☎62-0906
☎62-0907
☎62-0067
☎63-0391
☎63-0291
☎63-0040
☎68-0207
☎62-0567
☎63-0003
☎63-0200
☎62-0090
☎62-0400
☎64-1100
☎62-0137
☎63-0067
☎64-0762
☎64-0666
☎63-0110
☎68-0336
☎64-1600
☎68-0017
☎64-0301
☎62-0132

役場
役場IP電話

　　総務課 
　　議会事務局
　　教育委員会
　　村づくり推進課
　　農林課
　　住民課
 
　　福祉事務所
　　財政課
　　建設課

　　出納室
　　生活環境課
教育委員会
衛生センター
し尿処理場
小原診療所
上野地診療所
森林館(古ﾙ野)
道の駅十津川郷
観光協会
泉湯
滝の湯
庵の湯
歴史民俗資料館
体育文化センター
温泉プール
社会福祉協議会
十津川警察署
五條土木上野地
高森の郷
北部保健センター
森林組合
商工会
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明
日
香
養
護
学
校

　
　
　
　
小
学
部
体
験
入
学

全
国
一
斉
司
法
書
士

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談
会

米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
の

　
　
　
　
　
施
行
に
つ
い
て

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、平
成

23
年
度
に
入
学（
転
入
学
）を
希
望
す
る
障

害
の
あ
る
幼
児
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し

て
、肢
体
不
自
由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、体
験
入
学
を

行
い
ま
す
。

●
日
　
時

　

10
月
14
日（
木
）

　
　

午
前
９
時
10
分
〜
午
後
１
時

●
場
　
所
：
県
立
明
日
香
養
護
学
校

●
対
　
象

・
肢
体
が
不
自
由
な
幼
児
児
童
と
保
護
者

及
び
関
係
者

・
訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
幼
児

児
童
と
保
護
者
及
び
関
係
者

（
当
日
参
加
が
困
難
な
場
合
は
、ご
相
談

く
だ
さ
い
）

●
申
込
期
限
：
10
月
１
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

〒
６
３
４
│
０
１
４
１

　

奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

　
　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

　

☎
０
７
４
４（
54
）３
３
８
０

※

明
日
香
養
護
学
校
で
は
、奈
良
県
内
全
域

を
対
象
に
訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
障

害
が
重
い
、病
気
な
ど
の
健
康
上
の
理
由
、あ

る
い
は
、家
庭
の
都
合
な
ど
で
学
校
に
通
学

す
る
こ
と
の
困
難
な
児
童
の
家
庭
に
教
員
が

訪
問
し
て
行
う
教
育
で
す
。

　

奈
良
県
司
法
書
士
会
で
は
、不
動
産
の
相

続
・
売
買
な
ど
の
登
記
、多
重
債
務
、成
年
後

見
、そ
の
他
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
面
談
に
よ
る
相
談（
事
前
予
約
制
）

▽
相
談
時
間
：
45
分
以
内

▽
日
時
・
場
所

【
会 

場
】奈
良
県
司
法
書
士
会
館

（
奈
良
市
西
木
辻
町
３
２
０
│
５
）

・
10
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

・
10
月
９
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
会 

場
】奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
３
会
議
室

　
（
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
│
11
）

・
10
月
９
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

▽
予
約
申
込
先

　

奈
良
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
７
４
２（
22
）６
６
７
７

●
電
話
に
よ
る
相
談

▽
日
時
：
10
月
４
日（
月
）〜
８
日（
金
）

　

 　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▽
相
談
・
予
約
申
込
先

　

奈
良
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
７
４
２（
22
）６
６
７
７

※

な
る
べ
く
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
、米（
米
粉
、米
飯
、も
ち
・

だ
ん
ご
、米
菓
、酒
類
な
ど
も
含
む
）の
出

荷
・
流
通
に
関
し
て
、生
産
者
、米
穀
取
扱
業

者
、外
食
事
業
者
な
ど
の
み
な
さ
ん
は
、取

引
の
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、来
年
の
７
月
１
日
か
ら
は
、事
業

者
間
、一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報
伝
達
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。（
米
飯
類
を
提
供
す

る
外
食
事
業
者
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
省
近
畿
農
政
局

　
　

奈
良
農
政
事
務
所　

食
糧
部
計
画
課

　

☎
０
７
４
２（
23
）２
８
６
１

　

詳
し
く
は
、社
会
福
祉
法
人　

こ
だ
ま

の
会　

こ
だ
ま
の
里
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
７
４
６（
67
）０
１
１
０

【
随
時
採
用
】

　

●
募
集
内
容

　
　

男
子
職
員（
常
勤
）１
人

　

●
募
集
期
限

　
　

平
成
22
年
10
月
10
日（
日
）

　

●
試
験
日

　
　

平
成
22
年
10
月
15
日（
金
）

　

●
試
験
内
容

　
　

一
般
教
養
・
作
文

【
平
成
23
年
４
月
１
日
採
用
】

　

●
募
集
内
容

　
　

男
子
職
員（
常
勤
）１
人

　
　

女
子
職
員（
常
勤
）１
人

　

●
募
集
期
限

　
　

平
成
23
年
１
月
末
日

　

●
試
験
日

　
　

平
成
23
年
２
月
14
日（
月
）

　

●
試
験
内
容

　
　

一
般
教
養
・
作
文

こ
だ
ま
の
里
職
員
募
集

　次に該当する方は、9月30日（木）までに福祉
事務所へ申請すれば、子ども手当を4月分から
受給することができます。
・児童手当を受給していない方で、中学生以下
の子どもを養育している方
・児童手当を受給していた方で、新たに子ども
手当の対象となる子ども（中学２、３年生）を養
育している方
※申請忘れのないよう、お早めに手続きをお願い
　します。（すでに申請されている方は除きます。）

子ども手当の申請は　月　　日までに！9 30
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10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

●第59回十津川剣道大会
　８月８日（日）十津川村体育文化センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
■個人の部
・小学生低学年の部（参加者：61人）
　優勝　平井　孝洋（鴻ノ池道場）
　２位　奥野　義丸（京都太秦スポーツ少年団）
　３位　千原　理暉（砂山少年剣友会）
　　　　山本　大暉（京都太秦少年剣道部）

・小学生高学年の部（参加者：68人）
　優勝　橋本　将輝（京都太秦少年剣道部）
　２位　恩田　凌志（昇龍館一福道場）
　３位　金子　光次郎（昇龍館一福道場）
　　　　河嵜　遼（京都太秦少年剣道部）

・中学生男子の部（参加者：63人）
　優勝　松下　尋（南十津川少年剣道クラブ）
　２位　三好　俊成（南十津川少年剣道クラブ）
　３位　道嶋　宏明（南十津川少年剣道クラブ）
　　　　森脇　悠太（京都太秦少年剣道部）

・中学生女子の部（参加者：46人）
　優勝　川北　智恵（京都太秦スポーツ少年団）
　２位　辻本　菜摘（奈良心剣道場）
　３位　北野　舞（穴師剣道会）
　　　　沖田　瑞希（奈良尚武館）

■団体戦
・小学生の部（参加数：30チーム）
　優勝　京都太秦少年剣道部（京都府）
　２位　白川台少年剣修会（兵庫県）
　３位　鴻ノ池道場（奈良県）
　　　　京都太秦スポーツ少年団（京都府）

・中学生の部（参加数：22チーム）
　優勝　南十津川少年剣道クラブA（奈良県）
　２位　京都太秦少年剣道部（京都府）
　３位　輝誠館鳴滝道場（大阪府）
　　　　穴師剣道会（大阪府）

　

遺
言
書
、土
地
・
建
物
や
金
銭
の
貸
借
、離
婚
に
伴
う
養
育
費
、慰
謝
料

な
ど
は
、後
に
な
っ
て
紛
争
に
な
る
こ
と
が
多
い
た
め
、こ
れ
ら
の
書
類
を
公

正
証
書
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
公
証
人
が
作
成
す
る

も
の
で
、公
文
書
と
し
て
強
い
証
拠
力
、執
行
力
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、秘
密
厳
守
、さ
ら
に
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
ま
す
の
で
、紛
失
・
偽

造
の
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

公
証
業
務
に
関
し
て
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
無
料
で
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

●
相
談
日
：
毎
週
月
曜
〜
金
曜（
祝
日
を
除
く
）

　

●
時
　
間
：
午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
５
時

　

●
場
所
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　

▽
奈
良
合
同
公
証
役
場

　
　

奈
良
市
内
侍
原
町
６（
奈
良
県
林
業
会
館
３
階
）

　
　
　

☎　

０
７
４
２（
22
）２
９
６
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２（
22
）３
０
７
５

　

▽
高
田
公
証
役
場

　
　

大
和
高
田
市
大
中
98（
大
和
高
田
市
役
所
東
隣
お
が
わ
ビ
ル
３
階
）

　
　
　

☎　

０
７
４
５（
22
）７
１
６
６

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
５（
22
）１
２
５
４

　

※

日
本
公
証
人
連
合
会
で
も「
電
話
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

☎　

０
３（
３
５
０
２
）８
２
３
９

　
　

受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は「
公
証
週
間
」で
す

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
公
証
役
場
で
公
正
証
書
を

“

“
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②
補
装
具（
補
聴
器
・
義
肢
装
具

な
ど
）の
交
付
や
修
理
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

補
装
具（
補
聴
器
・
義
肢
装
具
な

ど
）の
交
付
や
修
理
、ま
た
、身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方（
在
宅
の
重
度
障
害
者

（
児
））に
は
、日
常
生
活
用
具
の
給
付

や
貸
与
の
制
度
の
他
に
も
、施
設
入

所
支
援
、居
宅
生
活
支
援（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
に

は
障
害
の
種
別
、等
級
、障
害
内
容
な

ど
に
よ
り
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、補
装
具
の
交
付
に
つ
い
て
は

障
害
内
容
に
該
当
し
な
い
も
の
は
支

給
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、購
入
後

の
申
請
は
お
受
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、事
前
に
ご
連
絡
・
ご
相

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
方
は
、次
の
よ
う
な
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）を

無
償
で
給
付
す
る
支
援
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
身
体
障
害
者
・
知
的

障
害
者
・
精
神
障
害
者
が
世
帯
構
成

員
で
あ
り
、世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
の
場
合
、受
信
料
免
除
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
23
年
７
月
24
日
で
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
す
る
予
定

で
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
が
全
額
免
除

に
な
っ
て
い
る
世
帯
で
、現
在
ご
利
用

中
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
そ
の
ま
ま

引
き
続
き
テ
レ
ビ
放
送
が
視
聴
で
き

る
よ
う
に
、簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー（
１
台
）

の
無
償
給
付
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

総
務
省

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン

タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
３
３
）８
４
０

　

交
通
機
関
な
ど
で
手
帳
を
提
示
す

る
際
、手
帳
を
開
か
ず
に
必
要
な
情

報（
氏
名
・
顔
写
真
・
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
旅
客
運
賃
減
額
区
分
な
ど
）が

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、障
害
程
度
欄
の
記
載
方
法

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。（
Ａ
１
↓
最

重
度
、Ａ
２
↓
重
度
、Ｂ
１
↓
中
度
、

Ｂ
２
↓
軽
度
）な
お
、現
在
お
持
ち
の

手
帳
は
そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ

き
、次
回
再
判
定
を
受
け
た
分
か
ら

変
更
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

十
津
川
村
福
祉
事
務
所

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
２

奈
良
県
療
育
手
帳
の

様
式
が
変
わ
り
ま
し
た

奈
良
県
療
育
手
帳
の

様
式
が
変
わ
り
ま
し
た



14

　

高
野
山
義
挙
で
は
小
規
模
な
小
競
り

合
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、田
中
光
顕
の
記

述
の
と
お
り
紀
州
勢
を
牽
制
す
る
十
分

な
働
き
を
し
た
よ
う
で
す
。
紀
州
藩
は

京
都
か
ら
大
阪
へ
逃
げ
た
十
五
代
将
軍

徳
川
慶
喜
に
対
し
て
援
軍
を
送
る
こ
と

も
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
幕
末
の
情
勢
を

み
る
と
、積
極
的
に
政
治
的
な
行
動
に
踏

み
出
し
た
藩
は
極
め
て
数
は
少
な
い
の
で

す
。
例
え
ば
、大
和
で
は
郡
山
藩
や
高
取

藩
な
ど
も
ど
う
や
ら
様
子
見
を
し
て
い

た
よ
う
で（
大
半
の
藩
は
実
際
に
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
）、ま
し
て
や

郷
で
は
十
津
川
が
唯
一
、積
極
的
な
行
動

を
と
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、か
な
り

目
立
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

慶
応
四
年（
１
８
６
８
）一
月
三
日
か

ら
六
日
ま
で
京
都
南
部
の
鳥
羽
と
伏
見

で
政
府
軍
と
幕
府
軍
が
激
戦
を
交
え
ま

す
。
徳
川
慶
喜
は
薩
摩
藩
に
反
攻
し
て

再
び
京
都
で
実
権
を
握
ろ
う
と
し
た
の

で
す
。
慶
喜
に
と
っ
て
徳
川
家
の
命
運
を

か
け
た
戦
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、彼
は
二

百
九
十
人
余
の
犠
牲
者
を
出
し
て
敗
れ

ま
す
。
幕
府
軍
の
中
に
は
新
撰
組
も
加

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
政
府
軍
の
犠
牲
者
は

百
人
余
で
、幕
府
軍
と
比
較
す
れ
ば
三

分
の
一
で
し
た
。
し
か
し
、そ
の
半
数
が

十
津
川
郷
士
だ
っ
た
こ
と
を
昨
年
の
村

報『
と
つ
か
わ
』（
八
月
号
）で
紹
介
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
史
実
も
現
在
で
は

忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
戊

辰
戦
争
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
鳥
羽
伏
見

の
戦
は
、わ
ず
か
四
日
間
で
あ
っ
け
な
く

政
府
軍
の
勝
利
で
終
わ
り
ま
す
。
幕
府

軍
は
指
令
系
統
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
の

で
す
。

　

幕
府
軍
は
軍
勢
で
は
圧
倒
的
に
勝
っ

て
い
た
の
で
す
が
、近
代
的
な
装
備
の
面

で
は
政
府
軍
が
優
れ
て
い
ま
し
た
。
会

津
藩
や
新
撰
組
は
接
近
戦
を
想
定
し
て

刀
と
槍
だ
け
で
勝
負
す
る
つ
も
り
で
し

た
。
銃
を
足
軽
隊
に
持
た
せ
て
い
た
の
で

す
が
弾
丸
を
装
填
す
る
こ
と
す
ら
忘
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
ら

か
に
幕
府
軍
は
事
態
の
呑
み
込
み
が
甘

か
っ
た
の
で
す
。
幕
府
軍
内
の
情
報
収

集
が
い
い
か
げ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
も
、そ

し
て
自
軍
が
有
利
と
い
う
思
い
込
み
も

強
か
っ
た
の
で
す
。
藩
同
士
の
協
力
体

制
も
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
政
府
軍
側
の
薩
摩
・
長

州
藩
は
外
国
軍
と
戦
っ
た
経
歴（
文
久
三

年
七
月
の
薩
英
戦
争
、元
治
元
年
八
月

の
米
英
仏
蘭
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
）を

も
ち
、ま
た
長
州
藩
は
白
兵
戦（
長
州
征

伐
の
二
度
に
わ
た
る
幕
府
軍
と
の
地
上

戦
）の
経
験
も
あ
っ
て
戦
意
の
低
い
幕
府

軍
は
敵
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に

政
府
軍
は
新
し
い
戦
法
を
採
用
し
た
の

で
す
。
そ
れ
は
分
担
動
作
で
射
撃
を
途

切
ら
せ
な
い
戦
法
で
し
た
。
一
例
を
あ

げ
れ
ば
小
銃
の
場
合
、四
列
縦
隊
で
前

二
列
は
膝
打
ち
、後
二
列
は
立
打
ち
の

構
え
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
列
に
交
代
要
員
が

い
て
、空
き
銃
を
前
列
か
ら
受
け
取
る

者
、弾
込
め
を
す
る
者
、そ
れ
を
前
列
へ

渡
す
者
な
ど
一
種
の
流
れ
作
業
的
な
間

断
な
い
手
法
で
幕
府
軍
を
圧
倒
し
て
い

く
の
で
す
。

　

十
津
川
郷
士
た
ち
は
政
府
軍
の
先
頭

に
位
置
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
ゆ
え
に
犠
牲
者
が
多
数
に
の
ぼ
っ
た
の

で
す
。
残
念
な
が
ら『
十
津
川
記
事
』は

こ
の
鳥
羽
伏
見
の
戦
に
つ
い
て
、「
仁
和
寺

宮
ヲ
征
討
将
軍
ニ
拝
シ（
中
略
）参
与
中

沼
了
三
氏
亦
参
謀
ト
シ
テ
随
フ
」と
軽
く

触
れ
て
い
る
だ
け
で
、十
津
川
郷
士
の
戦

死
者
数
も
そ
の
氏
名
も
記
述
し
て
い
な

い
の
は
真
に
謎
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
次

回
に
記
述
す
る
北
越
の
戦
で
は
、各
々
の

戦
死
者
の
落
命
地
や
そ
の
様
子
が
か
な

り
具
体
的
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と

『
従
軍
記
』の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
何
ら

か
の
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
た
だ『
記
事
』中
、「
時
ニ

尚
首
鼡
両
端
ヲ
懐
ク
ノ
藩
々
蕭
牆
ノ
中

ニ
在
リ
シ
ト
」と
い
う
表
現
が
あ
っ
て
、こ

れ
は
注
目
し
て
よ
い
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
も
ど
ち

ら
の
側
に
つ
こ
う
か
様
子
見
を
し
て
い
る

藩
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、鳥

羽
伏
見
の
戦
の
結
果
は
日
和
見
主
義
の

藩
の
存
在
を
許
さ
ず
、日
本
の
歴
史
を
塗

り
替
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

私
自
身
哀
れ
に
感
じ
る
の
は
、こ
の
戦

十
津
川
屋
敷
の
顛
末（
五
）

十
津
川
屋
敷
の
顛
末（
五
）

し
ゅ  

そ
り
ょ
う
た
ん

し
ょ
う
し
ょ
う

ま
さ
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処
刑
２
時
間
前
の
三
枝
蓊

『
甦
る
幕
末
』所
収

で
の
十
津
川
郷
士
の
死
者
数
の
多
さ
で

す
。
先
述
し
た
よ
う
に
、郷
士
た
ち
は
お

そ
ら
く
薩
摩
・
長
州
藩
の
先
頭
に
位
置

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
実

戦
を
知
ら
な
い
郷
士
た
ち
は
、戦
い
の
矢

面
に
立
た
さ
れ
て
犠
牲
に
な
っ
た
と
想

像
で
き
ま
す
。
戦
死
し
て
も
身
分
差
で

扱
い
も
違
っ
た
よ
う
で
、薩
摩
藩
は
戦
死

者
の
う
ち
藩
士
だ
け
を
京
都
相
国
寺
に

葬
っ
た
よ
う
で
、同
じ
志
を
持
っ
て
戦
っ

た
十
津
川
郷
士
の
戦
死
者
は
龍
雲
寺

（
桃
山
善
光
寺
）に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
わ

ず
か
四
日
の
短
期
戦
で
あ
っ
た
こ
と
、そ

し
て
真
冬
で
あ
っ
た
こ
と
が
死
者
の
収
容

を
容
易
に
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
収
容

し
た
の
は
同
僚
の
郷
士
達
だ
ろ
う
し
墓

石
を
建
て
た
の
も
彼
ら
で
あ
ろ
う
と
想

像
で
き
ま
す
。
郷
士
達
は
金
も
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
、風
化
し
易
い
も
ろ
い
墓

石
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
政
府
側

に
は
戦
場
に
あ
っ
て
も
一
応
医
師
は
い

て
、応
急
処
置
が
で
き
る
臨
時
病
院
も

備
え
ら
れ
て
い
て
助
か
っ
た
郷
士
も
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
反
し
て
幕
府
軍

側
の
死
者
は
田
畑
や
街
道
に
長
ら
く
放

置
さ
れ
、負
傷
者
は
治
療
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
無
残
に
も
殺
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、高
野
山
で
紀
州
藩
を
牽
制
し
て

い
る
鷲
尾
侍
従
配
下
の
郷
士
ら
は
、小
規

模
な
衝
突
を
繰
り
返
し
つ
つ
興
味
深
い

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、五
條

代
官
所
を
奪
っ
た
り
、態
度
の
は
っ
き
り

し
な
い
山
崎
に
駐
留
す
る
藤
堂
藩
を
説

得
し
た
り
、奈
良
奉
行
所
小
俣
伊
勢
守

を
帰
順
さ
せ
る
な
ど
郷
士
ら
は
別
の
面

で
も
直
接
間
接
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、鳥
羽
伏
見
の
戦
が

終
了
し
た
一
月
六
日
、鷲
尾
侍
従
の
呼
び

か
け
で
、さ
ら
に
三
百
人
の
募
兵
が
あ

り
、郷
は
こ
れ
に
応
じ
て
い
ま
す
。
も
う

一
つ
興
味
を
引
か
れ
る
こ
と
は
郡
山
藩
や

高
取
藩
の
武
士
が
京
邸
を
訪
れ
て『
配

慮
』を
要
請
し
た
り
、平
戸
藩
か
ら
は
、

「
大
和
の
闇
峠
の
警
護
を
命
ぜ
ら
れ
た
が

地
理
不
案
内
の
た
め
教
導
」し
て
欲
し
い

と
の
依
頼
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
十

津
川
郷
は
か
な
り
注
目
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
出
来
事
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、こ
れ
だ
け
多
数
の
郷
士
を

京
師
で
抱
え
た
た
め
、そ
の
維
持
は
大
変

な
も
の
で
し
た
。
ま
ず
、一
月
十
八
日
に

正
親
町
公
菫
か
ら
米
五
十
石
、金
五
百

両
を
賜
い
、二
十
日
に
は
新
宮
藩
を
頼
っ

て
米
五
十
石
、金
四
百
五
十
両
を
借
用

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
月
に
入
っ
て
大

和
国
鎮
撫
総
督
府
を
奈
良
に
置
き
、そ

の
警
護
費
用
と
し
て
千
五
百
両
を
賜
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、次
の
事
件
は『
十
津
川
記
事
』に

は
全
く
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
慶
応
四
年

二
月
三
十
日（
旧
暦
）、ま
た
ま
た
十
津

川
郷
士
を
騙
る
人
物
が
参
内
途
中
の
イ

ギ
リ
ス
公
使
Ｈ
・
Ｓ
・
パ
ー
ク
ス
を
京
都

四
條
畷
で
襲
う
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

首
謀
者
は
三
枝
蓊（
さ
え
ぐ
さ
し
げ
る
）

で
、パ
ー
ク
ス
の
随
行
者
の
後
藤
象
二
郎

（
土
佐
藩
士
）に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
ま
す
。

三
枝
は
天
保
六
年
大
和
国
添
下
郡
の
浄

蓮
寺
に
生
ま
れ
幼
名
芳
丸（
芳
満
）、今

村
文
吾
に
漢
籍
を
学
び
伴
林
光
平
に
国

学
及
び
和
歌
を
学
ん
だ
人
物
で
、京
都

相
国
寺
で
修
行
中
、国
事
を
談
じ
る
僧

に
出
会
い
尊
王
思
想
の
影
響
を
受
け
、文

久
三
年（
１
８
６
３
）八
月
十
七
日
の
天

誅
組
の
五
條
蜂
起
に
参
加
し
ま
す（『
維

新
勤
皇
人
傑
史
』に
よ
る
）。
彼
は
約
四

十
日
間
に
わ
た
っ
て
天
誅
組
と
行
動
を

共
に
し
、や
が
て
幕
府
の
追
討
軍
か
ら
逃

れ
京
都
に
潜
伏
、京
邸（
十
津
川
屋
敷
）

に
も
出
入
り
し
ま
す
。
元
々
攘
夷
論
者

で
あ
る
三
枝
は
京
の
町
を
往
来
す
る
西

洋
人
達
を
苦
々
し
い
思
い
で
眺
め
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
は
政
府
の
対
外

政
策
に
不
満
も
も
っ
て
い
て
事
件
を
起
こ

し
た
の
で
す
が
、諸
外
国
と
の
交
渉
に
神

経
を
使
っ
て
い
た
当
局
に
と
っ
て
十
津
川

郷
士
へ
の
不
信
は
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
、

ま
た
根
強
く
残
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

　
　
（
村
教
育
委
員　

松
實　

豊
繁
）　

く
ら
が
り

お
お  

ぎ   

ま
ち
き
ん
た
だ

し 

じ
ょ
う
な
わ
て

や

か
た

さ
ん
だ
い

お
も
て
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こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
や
納
付
猶

予
な
ど
を
受
け
た
期
間
は
、年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格

期
間
に
数
え
入
れ
ら
れ
ま
す
が
、受
け

取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
よ
り
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年

以
内（
例
え
ば
、平
成
22
年
２
月
分
は

平
成
32
年
２
月
末
ま
で
）で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、将
来
、受
け
取
る
年
金
額
を
増
額

す
る
た
め
に
も
、追
納
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。（
表
１
・
参
照
）

　

な
お
、保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶

予
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら

数
え
て
、３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、当
時
の
保
険

料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　国民年金保険料の納付には、翌年３月分までの保険料をまとめ払いすると、割引のある
「前納制度」があります。毎月納めるよりお得なうえ、納め忘れも防ぎとても便利です。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
る「
申
請
免
除
制

度
」や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
な
ど
が
該
当
す
る「
法
定
免
除
制

度
」が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、若
年
層（
20
代
）の
方
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」や
学
生
の
方
を
対
象
と
し

た「
学
生
納
付
特
例
制
度
」も
あ
り
ま
す
。

保険料の納付には前納がお得です！

　たとえば、10月分から翌年３月分まで
（６カ月分）をまとめて納付する場合、前納
すると89,860円で毎月納めていただくよ
りも740円お得になります。なお、納付期
限は11月１日となりますので、ご注意くだ
さい。（表2・参照）
　また、口座振替による「前納」と現金納付
やクレジットカード納付による「前納」があ
り、口座振替で「前納」されると現金納付や
クレジットカード納付による「前納」よりも
割引額が多く、お得です。

▼お問い合わせ　大和高田年金事務所☎０７４５（２２）３５３1　住民課保険年金係☎０７４６（６２）０００１・直通０７４６（６２）０９００

表１　【平成２２年度中に追納する場合の額】

表２　【前納制度利用時の割引額と納付期限】

表１　【平成２２年度中に追納する場合の額】

表２　【前納制度利用時の割引額と納付期限】

＊金額は、現金納付の場合です。
＊前納を希望される方は、年金事務所までお申し出ください。

※平成２０・２１年度は、まだ加算が付きません。

10月分から

11月分から

12月分から

1月分から

2月分から

前納額 割引額 納付期限

89,860円

75,010円

60,110円

45,150円

30,150円

１５,７７０円
１５,１８０円
１４,５９０円
１４,３６０円
１４,１８０円
１４,２２０円
１４,２６０円
１４,３００円
１４,４１０円
１４,６６０円

－　　
－　　
－　　
－　　
－　　
－　　

１０，６９０円
１０，７２０円
１０，８１０円
１０，９９０円

－　　
－　　

７，３００円
７，１８０円
７，０９０円
７，１１０円
７，１３０円
７，１５０円
７，２００円
７，３３０円

－　　
－　　
－　　
－　　
－　　
－　　

３，５６０円
３，５７０円
３，６００円
３，６６０円

740円

490円

290円

150円

50円

11月 1日

11月30日

平成23年1月 4日

平成23年1月31日

平成23年2月28日

追
納
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

平成１２年度の月分
平成１３年度の月分
平成１４年度の月分
平成１５年度の月分
平成１６年度の月分
平成１７年度の月分
平成１８年度の月分
平成１９年度の月分
平成２０年度の月分
平成２１年度の月分

3/4免除年　　度 半額免除 1/4免除
全額免除
納付猶予
学生納付特例
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女性特有のがん検診推進事業
▼
実 

施 

日
：
10
月
14
日（
木
）

▼
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

▼
実
施
場
所
：
十
津
川
村
役
場

▼
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

申
込
者
が
少
な
い
場
合
は
、中
止
と
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
そ
の
際
は
、９
月
中
旬
に

防
災
無
線
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）　

▼
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

　

住
民
課
保
健
衛
生
係

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１

　

７
月
か
ら
８
月

に
か
け
て
健
康
診
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
健
康
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
、

利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
実 

施 

日
：
10
月
16
日（
土
）

▼
受
付
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

▼
診
療
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
診
療
場
所
：
十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル

▼
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
及
び
申
込
先

　

住
民
課
保
健
衛
生
係

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
１

ほけんだより

保健だより
■発信　　住民課保健衛生係

　女性特有のがん（子宮頸部がん・乳がん）検診の受診促
進、早期発見と正しい健康意識の普及・啓発を目的として、
対象年齢の女性が無料で検診を受診できる事業です。下
記の対象年齢で申し込みをされた方に、無料の受診クーポ
ン券と手帳を送付します。クーポン券到着前に受けた検診
は、自己負担となります。なお、対象年齢でない方も、過去2
年で未受診（集団・個別検診）の方は自己負担2,000円で受
診できます。その際は、村発行の問診票が必要となります。
また、受診可能医療機関以外での検診については、対象とな
りませんのでご注意ください。

申込期間：9月10日（金）～平成23年1月31日（月）
無料クーポン券の有効期限：
　　　　  9月10日（金）～平成23年2月28日（月）
申込方法：電話で住民課までお申し込みください。
　　　　  住民課保健衛生係　☎0746（62）0901
受診可能医療機関：県立五條病院
　　　　　　　　  新宮市立医療センター

＜対象年齢＞
・子宮頸部がん検診：平成22年4月2日時点で
　　　　　　　　　20歳、25歳、30歳、35歳、40歳
・乳 が ん 検 診：平成22年4月2日時点で
　　　　　　　　　40歳、45歳、50歳、55歳、60歳

女性特有のがん検診推進事業
献
血
に
つ
い
て

健
診
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
へ
き
地
巡
回
診
療

　
　
　
　（
耳
鼻
科
・
眼
科
）に
つ
い
て

子宮頸部がん検診
乳がん検診

○対象者

東
中
で
の
健
診
の
様
子

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日

昭和29年4月2日～昭和30年4月1日

昭和24年4月2日～昭和25年4月1日

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

乳がん
検診

平成元年4月2日～平成 2年4月1日

昭和59年4月2日～昭和60年4月1日

昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

昭和44年4月2日～昭和45年4月1日

生年月日 年齢検診名

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

子宮
頸部
がん
検診
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【国保に入るとき】

【国保をやめるとき】

【そ　の　他】

こくほだより

【お問い合わせ】
　　　国保の税に関することは・・・
　　　　　財政課  ☎０７４６（６２）０９０３
　　　国保の医療に関することは・・・
　　　　　住民課  ☎０７４６（６２）０９００

今月は、国保税第    期の納期です。
納期限は、    月      日です。
忘れず納めましょう！

4
9 30

■国保に入る人（被保険者）
　十津川村内に住んでいる人は、次に掲げた人を除きす
べて十津川村の国保に加入しなければなりません。外
国人の方も在留資格が1年以上の人は対象となります。

■国保から除かれる人
　会社や事業所の健康保険に入っている人とその扶養
家族。 国、県、市町村、学校などの共済組合に入っている
人とその扶養家族。 日雇健康保険に入っている人とその
扶養家族。 生活保護法の適用を受けている人。 後期高
齢者医療制度に入っている人。

保険証

国保と職場の健康保険の両方の保険証

※職場の健康保険の保険証が未交付の

場合は、加入したことを証明するもの

保険証、死亡を証明するもの

保険証、保護開始決定通知書

保険証、外国人登録証明書　

他の市区町村へ転出するとき

職場の健康保険に入ったときまた

は被扶養者となったとき

国保の被保険者が死亡したとき

生活保護を受けるようになったとき

外国籍の人が国保をやめるとき

転出証明書

職場の健康保険をやめた証明書など

保険証、母子健康手帳　

保護廃止決定通知書

外国人登録証明書　

他の市区町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたときまた

は被扶養者からはずれたとき

子どもが生まれたとき

生活保護を受けなくなったとき

外国籍の人が国保に入るとき

●届け出が遅れると
・国保の資格が発生した月の分まで
さかのぼって国保税を納めることに
なります。
・その間にかかった医療費は、特別
な理由がない限り全額自己負担と
なります。

●届け出が遅れると
・資格がなくなった後で国保の保険
証で医療を受けてしまったときは、
国保が負担した分の医療費を後で
国保に返還することになります。
・国保と健康保険の保険税（料）を
二重払いしてしまうことがあります。

退職者医療制度の対象となったとき

村内で転居したとき

世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、一緒になったりしたとき

出稼ぎや長期の旅行に行くとき

修学のため別に住所を定めるとき

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったとき

保険証、年金証書

保険証

保険証、在学証明書または学生証の写し

身分を証明するものなど

こ　ん　な　と　き

こ　ん　な　と　き

届け出に必要なもの

届け出に必要なもの

こ　ん　な　と　き 届け出に必要なもの

国保に入るとき、やめるときには
手続きが必要です

国保に入るとき、やめるときには
手続きが必要です

こんなときには必ず１４日以内に届け出を！こんなときには必ず１４日以内に届け出を！
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人のうごき人のうごき
（敬称略）

丸谷　眞生ちゃん(折立)
（9月1日生まれ・満３歳）

お姉ちゃんになりました！

父・・・眞史　　母・・・真希

ま　お

垣野　結良ちゃん(西中)
（9月20日生まれ・満３歳）

ままごと大好き
いつもごちそうありがとう！

父・・・忠義　　母・・・江美

ゆ　ら

おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

西垣　文弘
𠮷見理惠子
田中　忠儀
植村　恒司
杉本富美子
中　　恒三
宮本　德造
滝　喜代富
下西　敬治

81
84
70
69
82
93
83
74
84

31
10
13
13
19
20
25
26
30

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

7月
8月
8月
8月
8月
8月
8月
8月
8月

日
日
日
日
日
日
日
日
日

（込之上）
（西　中）
（野　尻）
（平　谷）
（折　立）
（上葛川）
（大　野）
（小　原）
（猿　飼）

おめでたおめでた
前田　健瑠 7月31日
父：健一　母：亜吹香　（上野地）

（たける）　  男

東　　叶翔 8月16日
父：伸彦　母：千佳子　（玉垣内）

（かなと）　  男

岩井　信行（湯之原） 伊藤美菜子（大阪市）
ご 結 婚ご 結 婚

植田　武弘、  株式会社　五伸

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
イ
ベ
ン
ト
や

資
料
展
示
を
通
し
て
考
え
る
催
し
で
す
。

○
日
時
：
10
月
９
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
：
天
理
市
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
周
辺

　
　
　
（
天
理
市
守
目
堂
町
１
１
７
番
地
ほ
か
）

▽
イ
ベ
ン
ト

　
【
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

文
化
ホ
ー
ル
】

　
　
〔
午
前
〕和
太
鼓
演
奏
、保
育
園
児
の
歌
と
遊
戯
、

　
　
　
　
　

 

エ
レ
ク
ト
ー
ン
演
奏　

な
ど

　
　
〔
午
後
〕ト
ー
ク
、コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
ソ
ウ
ル
ゴ
ス
ペ
ル
歌
手　

新
井
深
絵
さ
ん
）

　
【
市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
】

　
　
・マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
【
市
庁
舎
南
側
広
場
ほ
か
】

　
　
・大
道
芸
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、韓
国
民
族
芸
能

　
　
・金
魚
す
く
い
コ
ー
ナ
ー

▽
展　

示

　
【
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階　

展
示
ホ
ー
ル
】

▽
模
擬
店
・
物
産
店

　
【
市
庁
舎
南
側
広
場
ほ
か
】

○
入
場
料
：
無
料（
託
児
ル
ー
ム・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
も
あ

　
　
　
　
　
　
　

  

り
ま
す
。）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
・十
津
川
村
人
権・同
和
問
題
啓
発
活
動
推
進
本
部

　
　

事
務
局（
十
津
川
村
役
場
総
務
課
）

　
　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　
・な
ら・ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
　

事
務
局（
奈
良
県
く
ら
し
創
造
部
人
権
施
策
課
）

　
　
　

☎
０
７
４
２（
27
）８
７
１
９

　

※

ご
来
場
の
際
は
、公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
（
Ｊ
Ｒ・近
鉄
天
理
駅
か
ら
約
１
㎞
）
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　9月20日は、敬老の日。村での最
高齢者は、津本タケノさん（大字高
津）101歳。現在もお元気で、ご自身
で草引きなどをされているそうで
す。日本国内では所在がわからない
高齢者が多くいる中、村ではそのよ
うな高齢者はいないと聞いていま
す。これは「隣の〇〇さん、昨日から
見えないようだけど、どうしたのか
な？」など皆さんが気にかけられて
いるからこそで、助け合いの精神が
村全体で根づいているからだと思
います。長寿大国日本が揺らいでい
る中、村から長寿日本一が生まれる
日が近いかもしれません。    （R・M）

8月14日に行われた武蔵
地区の盆踊り

　８月20日に、大字小川の森林植
物公園で水害慰霊祭と置村120年
記念式典が行われました。明治22
年８月18日から20日にかけて降り
続いた大雨による被害で、村民は、
村の復旧を選ぶか、北海道への移
住を選ぶか、苦渋の選択を強いられ
たと思われます。その苦難を乗り越
えて、現在の「十津川村」と「新十津
川町」ができ、120年もの歳月を刻
んできたこと、先人の努力に感謝し
なければと感じました。先人をな
らって、苦しいときこそ自分を強くす
るチャンスと思い、何事にも取り組
んでいきたいと思います。     （H・C）

●世帯数　2,014世帯（-９世帯）

●人　口　4,138人（-21人）

（平成22年9月1日現在）

男性 　2,035人（－10人）／女性　2,103人（－11人）

住宅用火災警報器を設置しましょう。

　世界遺産「熊野参詣道小辺路」の歴史と文化を感じなが
ら、いにしえの参詣の心に触れ、人々とのふれあいや自然
への親しみを深めることを目的として、標高1,080mの三
浦峠越えの山岳マラソン（約２７km）、にほんの里100選
の果無集落を地元の語り部と訪ねる古道ウォーク(約
4km)を行います。（各々、参加料が必要です。）

■開催日：11月21日（日）（雨天決行）
■受　付：11月20日（土）
■お問い合わせ：「小辺路マークトライアル in 十津川」
　　　　　　　  実行委員会事務局（村づくり推進課内）
■電　話：☎0746-62-0004
■ホームページ：http://www.totsukawa.lg.jp/

申込締切：10月15日（金）

「世界遺産の山岳マラソン・古道ウォーク」の
参加者を募集しています！

日時：１０月１０日（日）（雨天順延）
　　  午前9時15分開会
場所：上野地中学校グラウンド

第64回
十津川村体育大会

（前回の大会から）
小学校男子
800メートル走
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